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手の乾燥の原因と改善 
2519菅野葵 2636本木香帆 

 

私たちは，手の乾燥と改善というテーマで研究を行った。この研究は，ひび割れやあかぎれの原因と

なる手の乾燥がどのような条件で起こりやすいのかを調べ改善することを目的とし，天然由来の成分で

ハンドクリームを作ることが目標である。そこで，まず市販のハンドクリームの保湿効果とその成分を

調べた。その結果として，セラミドと植物性のエキスに注目しハンドクリームを作成している。 

 

１．目的 

アレルギーのある人や化学物質に敏感な人で

も安心して使うことのできるハンドクリームを

作る。 

 

２．仮説 

セラミドに近い成分は保湿の効果がある。果物

のエキスには保湿の効果がある。 

 

使用器具 

・スキンチェッカー 

・市販のハンドクリーム 

・シャーレ 

・ろ紙 

 

 

図 1 スキンチェッカー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 市販のハンドクリーム 

①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥ 

① 無印良品 

② アロエエキス配合ハンドクリーム 

③ セラミドクリーム 

④ ヤシの実キッチンハンドクリーム 

⑤ ニベアクリーム 

⑥ マミーハンドクリーム 

 

 

図 3 シャーレ，ろ紙 

 

３．実験方法 

実験 1 

・手を水で濡らす。 

・十分後にスキンチェッカーで水分の減少量を調

べる。 
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・水分の減少量と絶対湿度との関係を調べる。 

 

実験 2 

・手を濡らして水分量をはかる。 

・五分後もう一度水分量をはかり減少量を調べる。 

・手を濡らして水分量を量り市販のハンドクリー 

 ムを塗る。 

・五分後の水分の減少量を調べる。 

・結果をもとに効果のあると考えられる成分を調

べる。 

 

実験 3 

・水 200mLをシャーレに入れ重さを量る。 

・ハンドクリーム 0.7ｇをろ紙に塗る。 

・シャーレの上にろ紙を置く。 

・水の減少量を調べる。 

 

４．結果 

実験 1 

 

図 4 被験者 Aの結果 

 

 

図 5 被験者 Bの結果 

データにばらつきはあるが近似値をとると絶

対湿度が上がると水分の減少量が少なくなる傾

向がみられる。 

実験 2 

表 1 無印良品 

 

表 2 アロエエキス配合ハンドクリーム 

 

表 3 セラミドクリーム 

 

表 4 ヤシの実キッチンハンドクリーム 

 

表 5 ニベアクリーム 
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表 6 マミーハンドクリーム ７．謝辞

植物のエキスや果物の種子油が多く含まれる

ものを塗った場合の水分の減少量が少なくなっ

た。 

 

実験 3 

 

油が多く含まれるハンドクリームとそうでな

いものでは油を多く含むクリームのほうが長時

間たった後の蒸発量が少なくなった。 

またセラミドを含むハンドクリームを塗った

ものも蒸発量が少なくなっている。 

 

５．考察 

実験 1から絶対湿度が低い条件で手肌が乾燥し

やすくなると考える。 

実験 2，3 から植物のエキスや果物の油には保

湿の効果があり油が多く含まれると長時間の保

湿が可能になると考える。 

またセラミドは長時間保湿することができる

成分であると考える。 

 

６．展望 

引き続き実験１を行いより正確なデータを得

る。 

効果の得られた成分の組み合わせを変えなが

ら保湿力の高いハンドクリームを作る。 

 

研究に協力，助言をくださった担当の先生方あ

りがとうございました。 
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